
 



 

地方創生２ ． ０ 基本構想について 

 

地方創生２ ． ０ の基本姿勢・ 視点 

 

地方創生２ ． ０ の政策の５ 本柱 

 

 

本町では、 ま ち・ ひと ・ し ごと 創生法に基づく 計画と し て「 新宮町ま ち・ ひと ・

し ごと 創生総合戦略」（ 以下「 総合戦略」 と いう 。） を策定し 、 新宮町の将来人口３

万３ 千人を維持し 、 将来への対策と 産業の転換、 人口減少地域における 人口維持対

策と 社会シス テムの再構築を図る ための取組を進めている と こ ろです。  

 本計画は、 こ れら の課題や総合戦略に掲げた施策の実施状況も 踏ま えて策定し て

おり 、 本計画で展開する 施策については、 総合戦略と し ても 位置づけ、 一体と し て

取り 組んでいく こ と と し ま す。  

 なお、 国が新たに定めた「 地方創生２ ． ０ 基本構想」 を踏ま え、 本計画策定後も

基本構想をも と に検証・ 見直し を進めていき ま す。  

 

 

 

国が新たに定めた「 地方創生２ ． ０ 基本構想」 は、 人口減少や少子高齢化が進む

中で、 地域が自立し 、 多様な人々が関わり 合いながら 個性ある 地方創生の実現を目

指し 、 持続可能な社会を築く ための新たな取り 組みであり 、 令和７ 年６ 月 13 日に閣

議決定さ れた主要政策のひと つです。  

 

 

 

 

１ ． 人口減少を正面から 受け止めたう えでの施策展開 

２ ． 若者や女性にも 選ばれる 地域づく り  

３ ． 異なる 要素の連携と 「 新結合」  

４ ． Ａ Ｉ ・ デジタ ルなどの新技術の徹底活用と 社会実装 

５ ． 都市・ 地方の共生関係の強化と 人材循環の促進 

６ ． 好事例の普遍化（ 点から 面へ、 地域の多様なス テーク ホルダーの連携）  

 

 

 

 

（ １ ） 安心し て働き 、 暮ら せる 地方の生活環境の創生 

（ ２ ） 稼ぐ 力を高め、 付加価値創出型の新し い地方経済の創生 

〜地方イ ノ ベーショ ン創生構想〜 

（ ３ ） 人や企業の地方分散 

〜産官学の地方移転、 都市と 地方の交流等によ る 創生〜 

（ ４ ） 新時代のイ ンフ ラ 整備と AI ・ デジタ ルなどの新技術の徹底活用 

（ ５ ） 広域リ ージョ ン連携 

 

 １ 
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施策目標設定と 施策検証の枠組み 

 

 

 

 

施策の基本目標については、 新宮町人口ビジョ ンを踏ま え、 国の総合戦略におけ

る 政策分野ごと に、 講ずべき 施策の基本的方向と 具体的な施策を盛り 込み、 具体的

な施策ごと に客観的な重要業績評価指標（ 目標値） を設定し ま す。  

設定し た数値目標などを基に、 実施し た施策・ 事業の効果を外部有識者などの参

画によ り 検証し 、 必要に応じ て新宮町総合戦略の改訂を行う こ と によ り 、 PDCAサイ

ク ルを確立し ま す。  

 

 

 

 

① Ｐ（Ｐｌａｎ）：計画

総合戦略の施策・事業の
企画・立案

② Ｄ（Ｄｏ）：実施

総合戦略の
施策・事業の実施

③ Ｃ（Ｃｈｅｃｋ）：点検・評価

総合戦略の施策・事業の
定期的な点検・評価

④ Ａ（Ａｃｔion）：改善

点検・評価を踏まえ
施策・事業の見直し
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総合戦略の基本目標 

 

 

 

＜基本目標１ ＞ 

地域にし ごと をつく り 安心し て働ける よ う にし 、 こ れを支える 人材を育て活かす 

 

（ 現状と 課題）  

ま た、 町内では、「 あま おう 」「 立花みかん」 をはじ めと し た農産本町では、 福岡市が隣接

し 、 国道 3 号や国道 495 号が横断する など 恵ま れた交通条件によ って、 製造業、 流通業務施

設、 大型商業施設などの立地が続き 、 雇用機会に恵ま れてき ま し た。 ま た、 町内では２ か所で

土地区画整理事業が進めら れており 、 令和７ （ 2025） 年 12 月には新宮ス マート イ ンタ ーチェ

ンジ（ 仮称） の新規事業化が決定さ れたこ と で、 今後新たな土地利用が期待さ れ、 さ ら なる 発

展が見込ま れま す。 し かし ながら 、 近年ではＪ Ｒ 新宮中央駅を核と する 中心市街地への商業施

設の集中的な出店によ り 、 交通環境の悪化や集客の一極化が懸念さ れており 、 一部地域への集

中を是正し 、 町内広範囲にわたり 流通業務施設や商業施設の誘致を図る 必要があり ま す。  

物や相島での真珠の養殖など、 都市近郊にあり ながら も 豊かな自然を活かし た農水産業が営

ま れていま すが、 大型の都市開発によ る 農用地の減少や、 農水産業従事者の高齢化、 後継者不

足など によ り 、 活力の低下が懸念さ れており 、 農業、 漁業経営の安定化が課題と なっていま

す。  

 

（ 今後の方向性）  

本町の総合戦略では、 立地条件や労働力などの強みを活かし 、 課題を克服する こ と によ り 、

新たな企業誘致を推進し ていく と と も に、 既存の企業や商店のＰ Ｒ や育成にも 取り 組んでいき

ま す。 また、 農林漁業については、 豊かな自然資源を活かし ながら 都市と の近接である 好立地

を生かし た販路の拡大や担い手の確保にも 取り 組んでいき ま す。  

地域産業の育成・ 活性化によ り 、 町内に雇用を創出し 、 町外から の新たな人の流れを生み出

すこ と で、「 し ごと 」 と 「 ひと 」 の好循環を創り 、 持続可能な「 ま ち」 の活性化を図っていき

ま す。  

 

数値目標 基準値 目標値 

町内事業所数 1, 462 事業所（ R6）  1, 500 事業所（ R12）  

（ 資料： 市町村税課税状況等の調 法人税納税義務者）  
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＜基本目標２ ＞ 

地域への新し いひと の流れをつく る  

 

（ 現状と 課題）  

本町は、 開発に伴う 子育て世代の転入ピーク は過ぎま し たが、 東部地域や相島などの一部地

域では人口減少が進行し ていま す。   

ま た、 現在は一定規模の人口が確保でき ている 地域においても 、 世帯の高齢化や子ども たち

世代の独立によ り 、 急激な人口減少に転じ る 恐れがあり ま す。 こ のよ う に、 本町では、 地域の

形成年代や人口構成が異なる 地域が併存し ており 、 定住・ 移住を図る ため総合的かつ計画的な

対策が必要と なり ま す。  

さ ら に、 相島を中心に訪れている 外国人旅行者などは今後も 増加が予想さ れており 、 宿泊施

設の無い新宮町では地域経済への波及効果は限定的なも のと なっていま す。 様々な形態で新宮

町に訪れる 方々を、 よ り 町に回遊し て頂き 、 地域経済にも 寄与する 取り 組みが必要と なり ま

す。  

 

（ 今後の方向性）  

地域ごと に異なる 課題に対応する ため、 それぞれの特性を踏ま えた施策を進め、 将来的なＵ

Ｉ Ｊ タ ーンにつながる 地域への愛着の形成や地元就職などの促進、 シティ プロ モーショ ン活動

を図っていき ま す。  

ま た、 地域の個別の現状を踏ま えて定住化を図り 、 様々な世代や来訪者と の交流の場づく り を

含め、 新し い人の流れを生み継続さ せる 仕組みや環境づく り を検討し 進めていき ま す。  

さ ら に、 観光客や来訪者にむけた周遊の仕組みなどを提供し 、 地域経済の活性化を図る 取り

組みを進めていき ま す。  

 

数値目標 基準値 目標値 

平均日中滞在人口 26, 969 人（ H30）  28, 800 人（ R6）  

（ 資料： 地域経済分析シス テム）  
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＜基本目標３ ＞ 

結婚・ 出産・ 子育ての希望をかなえ、 誰も が活躍でき る 地域社会をつく る  

 

（ 現状と 課題）  

本町は、 杜の宮やＪ Ｒ 新宮中央駅前などの宅地開発に伴い、 子育て世帯やこ れから 子育てを

迎える 世帯が急増し まし た。 地縁のない場所への転入によ る 世帯の孤立化や子育て家庭のラ イ

フス タ イ ルの多様化、 地域コ ミ ュ ニティ の希薄化などの要因によ り 、 子育てに不安や悩みを持

つ保護者は少なく あり ま せん。  

さ ら に、 結婚に対する 価値観が多様化し 、 様々な未婚・ 結婚の形態に対し て理解ある 社会と

なっている 一方で、 結婚や出産・ 子育てを望んでも でき ない状況も 生じ てき ていま す。  

本町では、 こ れま でにも 、 妊娠、 出産、 子育てに対し て一貫し た支援に取り 組んでき まし た

が、 今後も さ ら に希望にあった支援を行い、 施設や相談体制など子育て世帯のニーズに的確に

対応し た対策の実施が必要と なっていま す。  

ま た、 増加し ている 外国人に対し て、 言語や文化、 生活習慣の違いなどによ り 、 地域での孤

立化や摩擦が生じ ている と こ ろも あり 、 対応が必要になっていま す。  

 

（ 今後の方向性）  

人口の好循環を維持し ていく ためには、 町民が、 安心し て結婚し 、 子ども を生み育てら れる

社会環境の醸成に取り 組む必要があり ま す。 そのため、 結婚を前提と し た出産や子育てに対す

る 制度を見直し 、 若い世代の経済的安定を図る と と も に、 妊娠・ 出産・ 子育てに対する 切れ目

のない支援や子ども ・ 子育て支援の充実を図っていき ま す。 ま た、 家族が働き ながら 安心し て

妊娠・ 出産・ 子育てができ る よ う 、 仕事と 生活の調和（ ワ ーク ・ ラ イ フ・ バラ ンス ） の実現を

図り ま す。  

ま た、 外国人が地域へなじ むこ と ができ る よ う 、 多言語によ る 支援や地域と の橋渡し ができ

る 体制の構築を進めていき ま す。  

 

数値目標 基準値 目標値 

合計特殊出生率 1. 61（ R6）  1. 86（ R12）  

（ 資料： 第３ 期新宮町ま ち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略人口ビジョ ン、 国立社会保障・ 人口問

題研究所「 日本の地域別将来推計人口（ 令和５ 年推計）」）  
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＜基本目標４ ＞ 

時代に合った地域をつく り 、 安心なく ら し を守る と と も に、 地域と 地域を連携する  

 

（ 現状と 課題）  

国の総合戦略では、「 し ごと 」 と 「 ひと 」 の好循環を支える ためには、「 ま ち」 の活力を維持

し 、 町民が安心し て暮ら せる 社会環境を創り だすこ と が必要である と し ています。  

隣組合や行政区などの地域コ ミ ュ ニティ は、 住民相互の融和や地域課題への対応など、 こ れ

ま で「 まち」 の活力を維持し ていく 中で、 重要な役割を果たし てき ま し たが、 地域への愛着や

相互扶助意識の低下によ り 、 各行政区において、 役員などの担い手不足や、 自治会への加入率

の低下などの問題が出てき ていま す。  

地域防災力は、 地域コ ミ ュ ニティ における 地縁活動と の関係が深く 、 地縁活動の活性化が防

災活動の活性化につながり 、 それが地域防災力の強化につながり ま す。 災害に強いま ちづく り

を行っていく ためには、 消防・ 防災体制のさ ら なる 充実・ 強化を進めていく と と も に、 地域コ

ミ ュ ニティ における 地縁活動を活性化し 、 住民ひと り ひと り の防災意識を高めていく 必要があ

り ま す。  

さ ら に元気な高齢者を増やすこ と は、 医療費や介護保険料の削減につながる だけでなく 、 地

域コ ミ ュ ニティ の主要な担い手が増える こ と につながり ま す。 高齢者の交流の場を確保し 、 ス

ポーツ 活動等によ り 介護予防・ 健康づく り を推進し 、 高齢者が生涯元気に暮ら すこ と ができ る

地域社会を作る 必要があり ま す。  

環境維持においても SDGs など の社会要請は大き く 、 こ れま での活動も 含めて、 さ ら に住民

の理解醸成を進める 必要があり ま す。  

 

（ 今後の方向性）  

都市構造が大幅に変化し ている 中で、 地域間で人口増減の差が大き く なっている ため、 各地

域の実情に即し た新し いコ ミ ュ ニティ づく り を進めていく と と も に、 人口減少が進む地域にお

いては、 地域振興策の推進によ り 、 地域の魅力を高めていく こ と で、 町民が将来にわたって安

全・ 安心で豊かな生活を営むこ と ができ る 町を構築し ていき ま す。  

さ ら に、 地域防災力の強化に向けて避難所環境の充実やデジタ ル技術を活用し た防災体制の

充実に取り 組みます。  

 

数値目標 基準値 目標値 

自治会加入世帯率 77. 4( R6)  90. 0（ R12）  

（ 資料： 行政区加入世帯調査）  
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後期基本計画と 総合戦略の基本目標を達成する ために取り 組む施策と の関係 

 

 

  

 第３ 期新宮町まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略 

総合計画後期基本計画の主要施策 
基本目標

１  

基本目標

２  

基本目標

３  

基本目標

４  

１ －１  子育て支援の充実   ●  

１ －２  就学前教育・ 保育の充実   ●  

１ －３  学校教育の充実   ●  

１ －４  青少年健全育成の推進   ● ● 

２ －１  生涯学習の推進  ●  ● 

２ －２  生涯ス ポーツの推進  ●  ● 

２ －３  歴史の継承と 文化の振興  ●   

２ －４  人権施策の推進   ● ● 

３ －１  健康づく り の推進    ● 

３ －２  地域福祉の充実   ● ● 

３ －３  高齢者福祉の充実    ● 

３ －４  障がい者福祉の充実    ● 

３ －５  社会保障の充実    ● 

４ －１  環境にやさ し い社会の形成    ● 

４ －２  魅力ある 土地利用の推進 ● ●  ● 

４ －３  安全に移動でき る 道路網の整備 ● ●  ● 

４ －４  公園・ 緑地と 自然環境の保全と 整備  ●  ● 

４ －５  公共交通などの充実  ●  ● 

４ －６  生活環境の充実  ●  ● 

５ －１  災害に強いま ちづく り の推進    ● 

５ －２  防犯対策・ 交通安全対策の強化    ● 

５ －３  住民生活の保護    ● 

６ －１  農水産業の振興 ● ●   

６ －２  商工業の振興 ● ●   

６ －３  観光の振興  ●  ● 

６ －４  地域振興の推進 ● ●  ● 

７ －１  協働のま ちづく り の推進  ●  ● 

７ －２  効率的な行財政運営 ● ● ● ● 

７ －３  情報化の推進    ● 
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地方創生２ ． ０ 「 政策の５ 本柱」 と 第３ 期新宮町ま ち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略の対応関係 
 

( 1)  安心し て働き 、 暮ら せる 地方の生活環境の創生 
 第３ 期新宮町まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略 

基本目標

１  

基本目標

２  

基本目標

３  

基本目標

４  

地
方
創
生
２
．
０
基
本
構
想 

①若者や女性にも 選ばれる 地方と なる  

ための社会変革・ 意識変革 
● ● ● ● 

② 魅力ある 働き 方・ 職場の創出 ● ● ● ● 

③ 地域に愛着を持ち、 地域で活躍する  

人材の育成 
● ● ● ● 

④ 多様な人々が活躍する 地域社会の 

実現 
● ● ● ● 

⑤ 社会の情勢変化に適応可能な将来を 見

据えた地域のサービス拠点づく り  
● ● ● ● 

⑥ 交通・ 医療・ 介護・ 子育てなど生活 

必需サービス の維持・ 確保 
  ● ● 

⑦ 将来を考えたま ちづく り  ● ● ● ● 

⑧ 災害から 地方を守る ための国を 挙げた

防災力強化 
   ● 

⑨ 地域の防犯力強化と 地方消費者行政 

の充実・ 強化 
   ● 

 

( 2)  稼ぐ 力を高め、 付加価値創出型の新し い地方経済の創生 

〜地方イ ノ ベーショ ン創生構想〜 
 第３ 期新宮町ま ち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略 

基本目標１  基本目標２  基本目標３  基本目標４  

地
方
創
生
２
．
０
基
本
構
想 

① 施策の「 新結合」： 多様な地域資源の一体

的な高付加価値化 
● ●  ● 

② 人材の「 新結合」： 多様な主体の連携によ

る 地域の支援体制の構築と イ ノ ベーティ ブ

な人材の呼び込み 

● ●  ● 

③ 技術の「 新結合」： AI ・ デジタ ル技術等の

組合せ 
● ● ● ● 

④ 「 新結合」 を全国各地で生み出す取組 ●    
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( 3)  人や企業の地方分散〜産官学の地方移転、 都市と 地方の交流等によ る 創生〜 
 第３ 期新宮町ま ち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略 

基本目標

１  

基本目標

２  

基本目標

３  

基本目標

４  

地
方
創
生
２
．
０
基
本
構
想 

① 政府関係機関の地方移転 ● ●   

② 本社機能の地方分散 ● ●   

③ 地方における 高等教育の充実 ● ●   

④ 関係人口の量的・ 質的拡大 ● ● ● ● 

 

( 4)  新時代のイ ンフラ 整備と AI ・ デジタ ルなどの新技術の徹底活用 
 第３ 期新宮町まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略 

基本目標

１  

基本目標

２  

基本目標

３  

基本目標

４  

地
方
創
生
２
．
０
基
本
構
想 

① GX・ DX時代の新たな産業集積の形成に

向けたイ ンフラ 整備 
●   ● 

② デジタ ル・ 新技術の社会実装 ●   ● 

③デジタ ル技術の利活用に向けた環境整

備 
●   ● 

 

( 5)  広域リ ージョ ン連携 
 第３ 期新宮町まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略 

基本目標

１  

基本目標

２  

基本目標

３  

基本目標

４  

地
方
創
生
２
．
０
基
本
構
想 

① 都道府県域を 超える 広域リ ージョ ン 連

携の枠組みの創設 
    

② 広域地方計画等に基づく 「 シームレ ス

な拠点連結型国土」 の実現 
    

③ 広域連携でのイ ンフラ 管理の推進     

④ 基幹的な道路・ 新幹線等の幹線鉄道等

の交通ネッ ト ワ ーク の整備 
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